
第45回全国日蓮宗青年僧
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テーマ：行動～mOVement～

常に教えを説かれる釈尊の大慈悲に、

人々が気づかず苦しんでいる非常時＝末法。

今こそ僧侶は寺の門を出て、化他行へと動こう。

それが、我々のとるべき「行動～mOVement～」。
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第45回大阪結集御礼

大阪結集実行委員長　深川　泰宏

合　掌

各尊聖におかせられましては、ご健勝にて為法為宗益々こ精進の段大慶に存じ上げます。

この度El第45回全国日蓮宗青年僧　大阪結集』テーマ「行動～mOVement～」を私共大阪日蓮宗青年会がお

世話させていただき、開催されましたことを誠に光栄に存じます。

顧みますれば、過去2回に亘り大阪結集が開催されました。昭和45年第9回結集では、分散会が開かれ「伝道

教団への脱皮」を目指し白熱した討議のもとに指針が示されました。また非住職教師選挙権獲得を実現するた

めの決議がなされ、その翌年、大聖人御降誕750年御正当の宗会において成立し、宗門民主化の礎としての成

果を上げられました。平成元年第27回結集では、立正安国の祈りを以て大阪府庁へ唱題行脚を敢行、大阪府知

事、府議会議長宛に世界平和・核廃絶の要望書を提出し、打t立正安国論（平成版添え状）」を国会に提出する国譲

の先駈けとしての実績を記されました。2回に萱る大阪結集に於ける先輩各尊聖の大きな功績は現会員一同の

誇りと致すところであり、「温故知新」を想い、現行の結集の在り方に一考をカロえる形での3回目の大阪結集を開

催させていただきました。

時、恰も㌻立正安国論」奏進750年の裏年が2年後に控えております。

日蓮大聖人御一代の化導は、立正安国に始まり、立正安国に終わるといわれます。祖願「立正安国」を自らの

誓願として情熱をもって取り組む使命が我々青年僧には御座居ます。この度の結集にて、「立正安国」を全国看

年僧と共に学び、互いに意見を交わすことにより、750年の時空を越えて日蓮大聖人の立教開宗、そして『立正

安国論』奏進の苦悶と情熱に想いを馳せ、「日蓮が一門と成り通」す弟子である悦びを共有致しました。そして、

我々の採るべき「行動」を明確にお教えいただきました。

この時集で我々全国青年僧が得た「智目」を以て、宗門運動に呼応するお題目下種結緑の運動を展開し、仏願

成就の化他行に邁進致しますことをお誓い申し上げ、各専聖より賜りました甚大なるこ理解とこ協力の御礼とさ

せて頂きます。誠に有り難う御座いました。
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